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参加者 所属 立場 
A University of Wisconsin, Madison 
（米国） 
Assistant Professor, 
Department of Educational Policy Studies 
B 
Faculty of Education of the 
University of São Paulo 
（ブラジル） 
Associate Professor, 
Head of Department of Teaching Methodology and 
Comparative Education (EDM) 
C 
The National Institute of 
Education, Singapore, NIE  
（シンガポール）  
Associate Professor.  
Psychological Studies Academic Group  
D 
Ontario Institute for Studies in 
Education, University of Toronto 
（カナダ）  
Graduate student at the Ontario Institute for Studies in 
Education  
E 
University College London, 
Institute of Education  
（イギリス） 
Graduate student, MPhil/PhD in Education, Practice 












































日時 内容 場所 
2020年 
１月９日 





















１月 13日 自己研修日    
１月 14日 
「広島平和記念資料館の the Last 10 feetを再デザインし
よう」の授業観察，学習への参加 広島大学附属高等学校 
授業研究の聞き取り  広島大学附属小学校 
「原爆の絵」の作品解説 























参加者 ９日 10日 11日 12日 14日 合計 
A ５ ５ ５ ４ ５ 24 
B ５ ５ ４ ５ ５ 24 
C ５ ５ ５ ５ ５ 25 
D ５ ５ ４ ３ ５ 22 
E ５ ４ ５ ４ ４ 22 
合計 25 24 23 21 24 117 
























































































































Varying conceptualizations of Peace Education in Hiroshima 
広島平和教育の多様な概念化 
A 
Emphasis on Peace Education with a neglect on Peacebuilding 
平和構築を軽視した平和教育の強調 
E 
The Systematic Integration of Peacebuilding Across Curriculum 
平和構築（学習）のカリキュラムを横断した体系的統合 
B 
Deeper Understandings of Lesson Study: Grassroot Movements 
授業研究のより深い理解：草の根的運動 
C 
Professional Development through Lesson Study: the Possibility of Going Online, and 
hearing Teacher 
授業研究を通した専門性開発：オンライン化や教師の声を聞くことの可能性 
（濱本想子＊・草原和博＊） 
 
Ⅴ リフレクションシートとプレゼンテーションが示唆すること 
本稿では，リフレクションシートとプレゼンテーションの内容から，プログラムの評価と
広島の「平和教育」「授業研究」「教師教育（者）」に対する参加者の見方を整理してきた。
これらの結果を踏まえ，PELSTEプログラムの改善の可能性を述べたい。 
第１に，多様な「平和教育」実践を提供していく必要性である。今回は，原爆の経験の「継
承」やヒロシマの語りの「再構築」に焦点を当てた取り組みに特化して，実践を紹介した。
その結果，参加者からは，広島の平和教育は，構造的暴力や不正義の矯正といった普遍的な
訴求力が弱く，世界の「平和教育」「平和構築」の潮流とは一線を画しているとの指摘が相
次いだ。次回は，広島の平和教育の多様な試みを紹介するとともに，世界の「平和教育」「平
和構築」の理論体系のなかに広島の実践を位置付け，その特色や意義を議論する場を設ける
等の工夫が求められるだろう。 
第２に，「授業研究」を多層的に俯瞰する機会を提供する必要性である。今回は，授業研
究をリアルに観察する機会は，実質，広島県立広島叡智学園中学校・高等学校における授業
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の事後検討会のみだった。それ以外は理論と実践の情報提供にとどまっていた。参加者の声
にあったように，次回は，準備段階と事後省察段階，それぞれの授業研究を参観できるよう
に企画を検討したい。 
また，日本の授業研究には，学校ベースの小規模な授業検討会から，民間ベースのサーク
ル活動，ブロック単位の研究大会，官製研修の一環で行われる授業研究や大学の研究ベース
で行われる授業研究まで，目的や機能を異にする多様な授業研究が存在する。しかし，今回
のプログラムでは，残念ながらその断片しか示すことができなかった。結果的に，日本的な
文脈で「こそ」，文脈で「のみ」授業研究が成立すると受け止めたコメントが少なくなかっ
た。そこで次回は，様々な授業研究のカタチを示し，それが各国の教育・研究の改善に与え
る示唆を検討するなどしたい。 
第３に，参加者の疑問や問題意識に応えるリフレクションや，プログラムの目的や訪問先
の訪問意図等を伝えるブリーフィングを充実させる必要性である。全体的に過密な日程と
なり，個別企画の事前事後に対話の時間を確保することが難しかった。結果的に，リフレク
ションシートには，疑問やさらに理解を深めたいことが多数散見されたし，その中には運営
側の補足説明で解消できる疑問も少なくなかった。 
また，広島大学で実施した講義中心の集中セミナーに対しては，アクティブさを欠いたと
の指摘を受けた。そこで，集中セミナーの形式は取りやめ，参加者の疑問に答えたり，リフ
レクションを支援したりする対話型セミナーに切り替えるのも，一案だろう。最終日の成果
報告会も論点の拡散傾向は否めなかった。そこで，参加者が協働で成果をまとめたり，広島
の教育に対して提案書を作成したりするワークショップを企画することも考えられるので
はないか。 
PELSTEは EVRIとして初めての試みとなったが，上述のような前向きな示唆の得られる
PELSTE2020となった。長期的には，過去の PELSTE参加者が，数年に一度広島の地に再結
集して，「平和教育」「授業研究」「教師教育（者）」に関する国際会議を開催すること，そし
て会議の成果を出版して，広島大学の教育・研究上の強みをさらに強化・発信していくこと
を構想したい。 
なお，共同研究に向けた研究者間のマッチングでは，広島大学側の研究者情報が圧倒的に
不足しているとの指摘を受けた。本研究科の所属教員の専門分野や CV が記載された資料，
または URLを事前に提供するなどして，当初の目的を達成できるように努めたい。 
PELSTEの実施に当たっては，EVRIのスタッフと教育学研究科に多大なご支援をいただ
いた。ここに記して感謝します。 
（草原和博＊・木下博義・松宮奈賀子・川合紀宗・三好美織・小山正孝・影山和也・ 
棚橋健治・川口広美・金 鍾成・山元隆春・間瀬茂夫・永田良太・岩田昌太郎・井戸川豊・ 
丸山恭司・吉田成章・森田愛子・桑山尚司・佐藤万知・濱本想子・大坂 遊・守谷富士彦） 
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